イベント４－３　レベル２～３の児童書シリーズの読みやすさ順調査報告についての議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議事録担当：s-barba）

1.読みやすさ順対象本紹介

児童書読みやすさ順対象本10冊（Cobble Street Cousins, Flat Stanley, Fullhouse Michelle, Nancy Drew Notebooks, Zack Files, Maximum Boy, A to Z Mysteries, Marvin Redpost, Magic Tree House, Catwings）
について、簡単なあらすじをしおさんが紹介。

2.アンケート結果についての発表
　　→結果をMagic Tree House基準にはできなかった。
　　　　　理由：やさしく感じた人と難しく感じた人がばらばら過ぎて基準にできない。
　　→Marvin Redpost を基準にした。

理由：回答数がMTHについで多く、ばらつきが少ない為。

　　　結果：Cobble Street Cousins、Flat Stanleyについては、Marvin Redpostより読みにくいと評価した人が少ない。しかしFullhouse Michelle, Nancy Drew Notebooks, Zack Files, Maximum Boy, A to Z Mysteriesの5つのシリーズは、読みにくいと評価した人の割合が同じくらいであった。
→A to Zを基準にした。
　　　　　理由：上記の同じくらいの割合であった5シリーズを比較するため。

　　　結果：Maximum Boyが難しいと感じた人が多かった。

3.結果・考察
　　・物語が、日常の話題か非日常の話題かにより、好みがわかれる。

・Marvin Redpostは内容を深く理解したい人にとっては難しく感じることがある。
　　・Catwingsは別格（に難しい）という声も多かったが、一番やさしいと答えた人が複数いた。
　　・YLは直前にどの本を読んでいたかによっても感じ方が違う。　
　　・参考としてLexile による読みやすさ順も紹介

4.質疑応答
質問：YLは、Lexileだけではなく、RLと比較した方がよいのではないか？
　　　　　→WebではRLも含めて比較した表を発表する。
質問：大人だけではなく、子どもにとってのYL順はどうなるのか？
　　　　　→子どもにとっては挿絵や文字がどの程度つまっているかがとても重要。
　　　　　　見た目のびっしり感に左右される。
　　　　　→掲示板では大人にとってのYLだが、子どもにとってのYLについても、
　　　　　　今後情報交換をしていきたいとの声あり。
質問：子どもは本を並べておけば、自分で選ぶのではないか？薦める必要はないのではないか？
　　　　　→子どもは一度挫折すると、その本を手にとらなくなる（毛嫌いしてしまう）ことが多い。
酒井先生より

・Lexileは客観的な情報で基準を作っている。YLは主観的なものなのでその点が違う。
　　　　　　　・現在中心として読んでいる本のレベルを横軸、その本をどのレベルと感じるかを縦軸とした
分布図の提案あり。
　　　　　・このあたりのレベルの本が読めるようになると、かなり読めるようになり「離陸」する。
この離陸をどうやってやるか、このあたりのレベルの薦め方は非常に重要。

・今回の発表はとてもすばらしいので、このまま研究をすすめて博士号をとってはどうかと大絶賛でした。

まりあさんより

・子どもの多読については、SEG での多読授業の実績があるが、
SEG に通学する子ども達は優秀な層の上澄みなので、その点を割り引いて考えた方がよい。

5.最後に

多読を行うにあたってとても有効なYLですが、個人によって幅があると言う事が今回のアンケートで実証されました。
もちろん長くSSS方式で多読を行っていれば、「なんとなくバラつきがある」「自分の思ったレベルと違う」とフィルタをかけてレベルを見ることが出来るのですが、初心者には絶対的なレベルの問題も、意外と個人の感覚で出来ていると実感して頂けたのではないでしょうか？
また、色々な種類のレベルの意義も知ることができました。
結果のように、今回ピックアップされたレベル２～３の本もそれぞれの好みで上下します。
「まだ、そのレベルに達していないから」と言わず、今回の結果を照らし合わせて児童書へのきっかけになればと思います。
アンケートに参加してくださった方々、しおさん、はらぺこあおむしさんありがとうございました。
